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［
北
信
署
］
五
月
二
十
一
日
、
北
信
地
域
に
お

け
る
健
全
な
森
林
づ
く
り
と
、
緑
豊
か
な
環
境

整
備
を
進
め
、
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
「
北
信
州
植
樹
祭
」
が
飯
山

市
の
菜
の
花
公
園
と
上
野
の
森
で
北
信
地
方
事

務
所
管
内
の
み
ど
り
の
少
年
団
、
各
市
町
村
議

会
、
関
係
機
関
の
招
待
者
約
六
〇
〇
名
と
当
署

職
員
も
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
北
信
州
林
業
賞
の
表
彰
が
あ
り
、

「
上
野
の
森
の
会
」
と
「
犬
飼
福
島
森
林
保
護

組
合
」
の
二
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
先
人

よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
山
林
で
、
環
境
整
備

や
林
内
作
業
を
行
い
北
信
州
の
林
業
振
興
に
大

き
く
寄
与
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　

み
ど
り
の
少
年
団
の
活
動
報
告
で
は
、
地
元

七
つ
の
小
学
校
を
代
表
し
て
「
飯
山
市
立
秋
津

小
学
校
」
六
年
生
が
日
ご
ろ
の
活
動
を
パ
ネ
ル

で
大
変
分
か
り
易
く
紹
介
し
、
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
る
と
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
お
き
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
植
樹
会
場
に
移
動
し
、
ヤ
エ

ベ
ニ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
サ
ザ
ン

カ
、
ア
ジ
サ
イ
、
マ
ユ
ミ
な
ど
約
七
〇
〇
本
を

植
栽
し
ま
し
た
。

　

今
回
植
樹
会
場
と
な
っ
た
菜
の
花
公
園
は
六

年
前
に
も
北
信
州
植
樹
祭
を
行
っ
て
お
り
、
当

時
植
栽
し
た
サ
ク
ラ
は
立
派
に
成
長
し
て
い
ま

し
た
。
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
快
晴
と
な
り
、

汗
ば
む
中
で
の
作
業
と
な
り
、
苗
木
に
と
っ
て

も
優
し
く
な
い
天
候
で
し
た
が
、
先
輩
の
サ
ク

ラ
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
立
派
に
成
長
し
、
春

は
花
を
秋
に
は
紅
葉
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

 

［
北
信
署
］
北
信
森
林
管
理
署
と
「
い
い
や
ま

ブ
ナ
の
森
倶
楽
部
」
と
は
、
相
互
の
連
携
と

協
力
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
が
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
「
イ
ベ
ン
ト
実
施
協
定
書
」（
平
成

二
十
八
年
四
月
、
昨
年
度
に
続
き
二
回
目
）
を

締
結
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
当
署
と
い
い
や
ま
ブ

ナ
の
森
倶
楽
部
が
共
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
巨
木

ブ
ナ
（
森
太
郎
・
鬼
ブ
ナ
）
の
往
診
ツ
ア
ー
」

が
六
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
神
楽
国
有
林

内
に
自
生
す
る
ブ
ナ
の
巨
木
・
森
太
郎
（
森
の

巨
人
た
ち
百
選
）
周
辺
を
探
索
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
十
二
名
で
、
四
十
～
五
十
代
の
男

女
が
中
心
の
メ
ン
バ
ー
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
い
い

や
ま
ブ
ナ
の
森
倶
楽
部
会
長
の
渡
辺
隆
一
先
生

（
信
大
特
任
教
授
）
や
樹
木
医
の
根
荻
辰
也
先

生
か
ら
、
ブ
ナ
の
生
態
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
当
署
の
西
村
主
任
森
林
整
備
官
か
ら
、

昔
、
ブ
ナ
の
伐
採
や
ブ
ナ
林
の
保
護
を
巡
り
、

国
有
林
と
地
元
で
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
等
の

話
が
あ
り
、
一
般
の
参
加
者
の
方
は
、
興
味
深

く
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
牧
峠
に
あ
る

ブ
ナ
林
の
壮
大
さ
や
、
林
内
に
ブ
ナ
の
幼
樹
が

あ
り
、
参
加
者
は
、
興
味
深
く
観
察
し
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
冬
期
の
ブ
ナ
林
の

探
索
も
楽
し
い
で
す
」
と
話
が
あ
り
、
参
加
者

は
、「
是
非
冬
期
も
来
て
み
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

 

［
東
濃
署
］
六
月
二
十
日
、
中
津
川
市
の
付
知

中
学
校
で
、
一
年
生
四
十
八
名
を
対
象
に
「
山

北信州造林戦隊ウエルンジャーによる植樹説明

「上野の森」植樹風景

巨木ブナの往診

ブナの生態などの説明に聞き入る参加者

巨
木
ブ
ナ
の
往
診
ツ
ア
ー
を
開
催

付
知
中
学
校
で
「
山
と
木
の
お
話
」

�

授
業
を
実
施

北
信
州
植
樹
祭

�
第
六
十
七
回
全
国
植
樹
祭
県
民
植
樹



（7）　平成 28年 7月 第 148号

と
木
の
お
話
」
と
題
し
た
授
業
を
五
時
間
目
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
は
、「
森
林
を
守
り
、
子
ど
も
を

育
て
、
地
域
を
創
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
活
動

し
て
い
る
地
元
の
付
知
町
優
良
材
生
産
研
究
会

（
三
浦
八
郎
会
長
）
が
付
知
中
学
校
の
総
合
学

習
の
時
間
を
利
用
し
て
毎
年
企
画
し
て
い
る
も

の
で
、「
木
を
育
て
て
使
う
ま
で
の
流
れ
」
に

つ
い
て
、
年
四
回
の
授
業
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
今
回
の
授
業
は
そ
の
第
一
回
目
で

す
。

　

今
年
で
取
り
組
み
も
四
年
目
と
な
り
ま
す

が
、
毎
年
、
同
研
究
会
か
ら
依
頼
を
受
け
、
東

濃
署
職
員
が
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

授
業
の
前
半
は
、
生
徒
が
小
学
生
時
代
に
受

講
し
た
森
林
教
室
を
振
り
返
り
、
森
林
の
は
た

ら
き
や
、
そ
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
間
伐
や
治
山
工
事
、
獣
害
対
策
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
加
地
主
任
森
林
整
備
官
が
説
明
し

ま
し
た
。

　

後
半
は
、
髙
塚
署
長
か
ら
、
木
材
の
利
用
を

推
進
す
る
た
め
に
丸
太
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
木
の
良
さ
、
秒

単
位
で
増
え
て
い
る
日
本
の
森
林
資
源
の
現
状

を
、
人
工
林
の
齢
級
別
面
積
や
自
給
率
の
グ
ラ

フ
等
で
説
明
し
、
国
産
材
を
積
極
的
に
使
っ
て

も
ら
う
た
め
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
メ
モ
を
と
る
な
ど
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
学
習
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
元

の
大
工
さ
ん
を
講
師
と
し
た
木
工
教
室
、
加
子

母
裏
木
曽
国
有
林
内
「
裏
木
曽
古
事
の
森
」
で

育
林
体
験
授
業
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
の
見
学
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
署
と
し
て
も
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に

木
の
良
さ
、
森
林
の
大
切
さ
を
し
っ
か
り
と
認

識
し
て
も
ら
う
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
地
域

の
要
請
に
応
え
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
東
信
署
］
五
月
二
十
八
日
に
佐
久
地
区
、
六

月
五
日
に
上
小
地
区
に
お
い
て
、
第
六
十
七
回

全
国
植
樹
祭
の
県
民
植
樹
と
兼
ね
て
森
林
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
六
十
八
回
目
を
迎
え
る
佐
久
地
区
森

林
祭
は
小
海
町
、
佐
久
地
方
事
務
所
、
東
信
森

林
管
理
署
な
ど
の
主
催
に
よ
り
、
小
海
町
豊

里
の
町
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
一
般
参
加

者
、
林
業
関
係
者
な
ど
約
四
〇
〇
名
が
参
加
し

て
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど

十
六
種
類
の
苗
木
約
一
、五
〇
〇
本
の
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。
昼
食
時
に
は
緑
の
山
々
を
バ
ッ

ク
に
、
御
代
田
町
シ
ニ
ア
大
学
の
コ
カ
リ
ナ
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
の

声
が
か
か
る
ほ
ど
の
名
演
奏
で
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
八
回
目
を
迎
え
る
上
小
地
区
森

林
祭
は
上
田
市
、
上
小
地
方
事
務
所
、
東
信
森

林
管
理
署
等
の
主
催
に
よ
り
上
田
市
下
之
郷

の
市
自
然
運
動
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
地

元
の
み
ど
り
の
少
年
団
を
は
じ
め
、
一
般
参
加

者
、
林
業
関
係
者
な
ど
約
九
〇
〇
名
が
参
加
し

て
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
五
種
類
の
苗
木
約

四
、五
〇
〇
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
当
日
は
四

つ
の
展
示
ブ
ー
ス
の
一
つ
と
し
て
、
中
部
森
林

管
理
局
及
び
東
信
森
林
管
理
署
の
取
組
内
容
パ

ネ
ル
や
カ
ラ
マ
ツ
写
真
展
の
受
賞
写
真
を
展
示

し
、
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
会
場
の
森
林
祭
の
準
備
に
当
た
っ
て
は
、

東
信
森
林
管
理
署
職
員
が
積
極
的
か
つ
自
主
的

に
協
力
し
た
こ
と
も
あ
り
、
終
了
後
に
は
実
行

委
員
か
ら
「
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
」
と
お
礼

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］
全
国
植
樹
祭
が
六
月
五
日
に
長
野

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
伊
那
地
域

に
お
い
て
は
全
国
植
樹
祭
の
県
民
植
樹
と
し

て
、
五
月
二
十
二
日
に
松
川
町
「
お
よ
り
て
の

森
」
で
下
伊
那
地
区
植
樹
祭
が
、
五
月
二
十
八

日
に
岡
谷
市
湊
地
区
に
お
い
て
諏
訪
地
区
植
樹

祭
が
、
六
月
五
日
に
伊
那
市
鳩
吹
公
園
に
お
い

東濃署髙塚署長の講義

記念標柱設置（佐久地区）一番右奥　東信署松井署長

緑の少年団の風船飛ばし（上小地区）

全
国
植
樹
祭
上
伊
那
地
区

�

県
民
植
樹
祭

佐
久
地
区
及
び
上
小
地
域
で
森
林
祭

�

（
全
国
植
樹
祭
県
民
植
樹
）
を
開
催
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て
上
伊
那
地
区
植
樹
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

六
月
五
日
に
全
国
植
樹
祭
と
同
時
進
行
で
行

わ
れ
た
上
伊
那
地
区
県
民
植
樹
祭
で
は
、
林
業

関
係
者
や
緑
の
少
年
団
、
伊
那
市
と
友
好
協

定
を
結
ぶ
東
京
都
新
宿
区
の
鶴
巻
小
学
校
生
の

六
三
〇
名
に
よ
り
、
昨
年
か
ら
各
家
庭
や
学

校
、
南
信
森
林
管
理
署
に
お
い
て
も
育
て
て
き

た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
苗
を
含
め
、
コ
ナ
ラ
や
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
等
、
約
一
、二
〇
〇
本
の
植
樹
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、
広
葉
樹
林
内
の
除

伐
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
鳩
吹
公
園
に
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
が

設
置
さ
れ
、
長
野
市
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
の
メ
ー
ン

会
場
等
と
実
況
中
継
が
結
ば
れ
、
最
後
に
は
各

会
場
に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱
が
同
時

に
行
わ
れ
、
各
会
場
と
の
一
体
感
の
中
終
了
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
十
日
に
は
、
全
国
植
樹
祭
式
典

会
場
で
記
念
植
樹
さ
れ
た
苗
木
を
上
伊
那
地
区

県
民
植
樹
会
場
と
な
っ
た
鳩
吹
公
園
に
植
え
替

え
る
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
伊
那
市
長
、
上
伊
那
地
方
事
務
所

長
、
南
信
森
林
管
理
署
長
、
地
元
の
伊
那
西
小

学
校
の
ほ
か
、
森
林
保
全
奉
仕
合
宿
で
伊
那
市

へ
来
た
東
京
都
立
葛
飾
野
高
校
生
三
五
〇
名
も

参
加
し
て
、
地
元
の
樹
木
で
あ
る
タ
カ
ト
オ
コ

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
の

三
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

五
十
二
年
ぶ
り
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
た
全

国
植
樹
祭
へ
の
思
い
が
、
県
民
植
樹
が
行
わ
れ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
も
引
き
継
が
れ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
六
月
十
九
日
（
日
）、
南
信
森
林

管
理
署
と
「
木
の
文
化
を
支
え
る
森
」
の
森
林

整
備
協
定
を
結
び
、
諏
訪
大
社
下
社
の
御
柱
用

材
を
育
て
て
い
る
「
御
柱
の
森
づ
く
り
協
議

会
」
の
植
樹
祭
が
、
東
俣
国
有
林
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
の
下
諏
訪
町
の
町
長
や
議

員
、
協
議
会
員
等
の
約
一
〇
〇
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

植
樹
に
先
立
ち
、
六
月
五
日
に
行
わ
れ
た
全

国
植
樹
祭
の
メ
ー
ン
会
場
で
も
披
露
さ
れ
た
下

諏
訪
町
木
遣
保
存
会
に
よ
る
木
や
り
「
奥
山

に
育
て
神
の
木
～
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
将

来
の
御
柱
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て

十
二
本
の
モ
ミ
の
苗
木
を
植
樹
し
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
食
害
防
止
の
金
網
ネ
ッ
ト
も
設
置
し
ま
し

た
。

　

協
議
会
長
は
、「
今
年
行
わ
れ
た
御
柱
大
祭

で
も
、
こ
こ
東
俣
国
有
林
の
モ
ミ
の
用
材
が
御

柱
と
な
っ
た
。
今
日
の
自
分
た
ち
の
植
樹
や
育

樹
作
業
が
、
百
年
、
二
百
年
先
の
御
柱
に
つ
な

が
る
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
後
は
、
以
前
に
植
樹
し
た
箇
所
へ
協
議

会
員
が
分
散
し
て
食
害
防
止
ネ
ッ
ト
の
整
備
等

を
行
い
、
未
来
の
御
柱
の
保
全
に
励
み
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
御
柱
用
の
モ
ミ
が
国
有
林
か
ら
将

来
に
わ
た
り
持
続
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
地
元
と
の
繋
が
り
が
一
層
深

ま
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◎
費
用
対
効
果
分
析
手
法
検
討
委
員
会

　

８
月
４
日　

林
野
庁

◎
「
山
の
日
」
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　

８
月
10
日　

松
本
市
内

◎
「
山
の
日
」
記
念
行
事

　

８
月
11
日　

松
本
市
内
及
び
上
高
地

◎
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
現
地
見
学
会

　

８
月
23
日　

南
木
曽
支
署
管
内

◎
愛
知
県
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
検
討
会

　

８
月
23
日　

名
古
屋
市
内    

◎
長
野
県
山
林
種
苗
組
合
総
会

　

８
月
24
日　

長
野
市

コウヤマキを記念植樹
左から二番目　南信署花村署長

木やりの披露食害防止の金網ネット設置

将
来
の
御
柱
を
育
て
る

�

御
柱
の
里
山
で
植
樹
祭
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森
林
官
　
森
田 

直
宏

　

真
田
森
林
事
務
所
は
、
上
田
市
真
田
町
に
位

置
し
、
約
六
八
七
〇
㌶
の
国
有
林
を
管
轄
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
管
轄
の
菅
平
国
有
林
は
上
信

越
高
原
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

菅
平
高
原
は
、
夏
で
も
冷
涼
な
気
候
で
あ
る

た
め
、
ラ
ク
ビ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
競
技

等
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
夏
の
冷
涼
な
気
候
を
利
用
し
た

高
原
野
菜
の
栽
培
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
森
林
事
務
所
の
業
務
の
一

つ
に
、
請
負
事
業
の
監
督
業
務
が
あ
り
ま
す
。

　

造
林
事
業
で
は
、
地
拵
え
、
植
付
の
他
に
除

伐
、
忌
避
剤
塗
布
な
ど
作
業
は
多
岐
に
わ
た
り

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
事
業
で
は
平
成
二
十
六
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
市
場
化
テ
ス
ト
の
事
業
地
が

最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
は
、
菅
平
国
有
林
の
事
業
区
域
で
作
業

道
開
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
今

年
度
は
各
現
場
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
現
場
で
は
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
日
報
の
活
用
や
現
場
代
理
人
と
綿
密
な
打
ち

合
わ
せ
な
ど
を
実
施
し
、
事
業
の
進
行
管
理
や

問
題
点
、
そ
の
改
善
方
法
の
検
討
な
ど
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

立
地
や
立
木
の
条
件
に
生
産
性
が
大
き
く
左

右
さ
れ
る
た
め
直
に
大
き
な
成
果
を
出
す
こ
と

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
改
善
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
で
少
し
で
も
よ
い
結
果
を
出
し
、

今
後
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
性
、
生
産
量
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ

て
、
安
全
が
お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
よ
う
に
監

督
業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
上
田
市
は
今
、
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田

丸
」
の
影
響
を
受
け
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

森
林
事
務
所
周
辺
に
も
真
田
ゆ
か
り
の
地
と

し
て
「
砥
石
城
跡
」
が
あ
り
ま
す
。
天
文
一
九

年
、
村
上
義
清
の
守
る
こ
の
城
を
武
田
信
玄
が

攻
め
あ
ぐ
ね
た
末
に
敗
走
し
た
戦
い
は
「
砥
石

く
ず
れ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
砥
石
城
」
は
、
当
時
最
強
と
も
言
え
る
武

田
軍
を
退
け
る
ほ
ど
の
堅
牢
な
山
城
で
し
た

が
、
そ
の
翌
年
に
真
田
幸
隆
は
計
略
に
よ
っ
て

あ
っ
さ
り
と
落
城
さ
せ
、
以
来
関
ヶ
原
の
合
戦

ま
で
の
間
、
真
田
氏
の
重
要
拠
点
と
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　

上
田
市
に
お
越
し
の
際
は
、
自
然
の
地
形
を

利
用
し
侵
入
者
を
拒
ん
だ
山
城
「
砥
石
城
跡
」

に
是
非
登
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

砥石城跡

菅平高原遠望

市場化テスト事業地（作業道開設）

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂
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落
と
し
て
世
界
的
な
知
名
度
が
あ
り
、
美
し
い

日
本
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

合
掌
造
集
落
群
に
は
築
三
〇
〇
年
以
上
の
木

造
で
あ
り
な
が
ら
五
階
建
て
の
民
家
等
、
特
徴

的
な
家
々
が
立
ち
並
び
、
重
要
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
い
る
建
造
物
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
三
大
秘
境
の
一
つ
と
し
て
知
ら

れ
、
一
九
七
六
年
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存

地
域
、
一
九
九
五
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
年
間
一
七
〇
万
人
（
外
国
人

二
六
万
人
）
の
観
光
客
が
訪
れ
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。

◆
和
田
家

　

そ
の
な
か
で
も
、
和
田
家
は
白
川
郷
で
は
代

表
的
な
合
掌
造
り
住
宅
と
し
て
主
屋
、
土
蔵
等

が
一
九
九
五
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

　

岐
阜
県
最
北
端
の
険
し
い
山
間
地
に
位
置

し
、
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
白
川
郷

は
、
茅
葺
の
合
掌
造
り
の
民
家
が
点
在
す
る
集

れ
て
い
ま
す
。

　

築
三
〇
〇
年
を
超
え
、
現
在
保
存
さ
れ
て
い

る
合
掌
造
り
の
な
か
で
は
最
大
規
模
の
建
築
物

で
、
庭
や
生
け
垣
等
周
囲
の
環
境
の
保
存
状
態

が
良
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

     ◆
ど
ぶ
ろ
く
祭
り
の
館

　

天
下
の
奇
祭
と
呼
ば
れ
る
「
ど
ぶ
ろ
く
祭

り
」
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
祭
礼
に
こ
の
年
に

仕
込
ま
れ
た
「
ど
ぶ
ろ
く
」
が
お
神
酒
と
し
て

奉
納
さ
れ
、
参
拝
者
等
訪
れ
た
人
々
に
も
振
る

舞
わ
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

毎
年
九
月
末
か
ら
十
月
中
旬
に
、
五
穀
豊

穣
・
家
内
安
全
・
里
の
平
和
を
山
の
神
に
祈
願

し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
白
川
八
幡
神
社
境
内
に
あ
る
「
ど
ぶ

ろ
く
祭
り
の
館
」
で
は
、
毎
年
秋
に
行
わ
れ
る

「
ど
ぶ
ろ
く
祭
り
」
の
概
要
や
変
遷
等
貴
重
な

資
料
や
遺
物
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ク
セ
ス
方
法

　

高
山
市
か
ら
東
海
北
陸
自
動
車
道
（
高
山
Ｉ

Ｃ
～
飛
騨
清
見
Ｉ
Ｃ
～
白
川
郷
Ｉ
Ｃ
を
降
り
）

か
ら
Ｒ
一
五
六
を
経
て
白
川
郷
（
村
営
せ
せ
ら

ぎ
公
園
駐
車
場
）
ま
で
。

　

四
五
㌔
㍍
、
約
四
十
分

どぶろく祭りの館

白川郷

合掌造

和田家


